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研究成果の概要（和文）：本研究では，特許審査プロセスを模倣した技術探索・創生モデルの基礎的検討を行っ
た．特に(1)技術探索や創生の基礎となる重要技術を特定する手法，(2)技術探索や創生の基礎となる重要技術を
連携融合し創生する手法の開発を行った．(1)については権利期間予測を特許情報に基づいてニューラルハザー
ドモデルにより予測する手法や引用ネットワークに基づく価値評価モデルを開発し，重要技術特定を行った．
(2)については，特許請求項の補正自動化タスクを解かせた言語基盤モデルの開発も行い，幅広い技術の融合が
可能となった．

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a basic study of a technology search and 
creation model that mimics the patent examination process. In particular, we developed (1) a method 
for identifying important technologies that serve as the basis for technology search and creation, 
and (2) a method for creating technologies by integrating important technologies that serve as the 
basis for technology search and creation.

研究分野： 特許情報処理，機械学習の産業応用

キーワード： 特許解析　技術探索　自然言語処理

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，知財に関連する学術分野のみならず研究開発・知財の実務でも活用できるものであり学術的・社会的
意義は大きい．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本申請では基礎的検討として，「構成要件への分割」，「引用ネットワーククラスタリング」，「構
成要件置換可能性判定」についての研究を行う． 
 
 
２．研究の目的 
本研究では，特許審査プロセスを模倣した技術探索・創生モデルの基礎的検討を行った．特に構
成要件の分割を意識して(1)技術探索や創生の基礎となる重要技術を特定する手法，引用ネット
ワークなどの(2)技術探索や創生の基礎となる重要技術を連携融合し，構成要件置換を行い技術
創生する手法の開発を行った． 
 
 
３．研究の方法 
引用ネットワークをベースとして重要技術群を特定する手法により特許スコアリングを行う手
法を確立するため，引用ネットワークのクラスタリングと将来引用予測の開発を行った。そこで
は、Node2vec を用いたコミュニティ検出手法を提案した．また、成長の可能性を分析するため
に、Long Short-Term Memory (LSTM)、ARIMA モデル、Hawkes Process の 3 つの''時系列分析手
法''を比較した。実験の結果、Node2vec を用いることで、これらのクラスタの成長性分析を行
った．さらに、ARIMA モデルの予測精度は他のモデルよりも高いことがわかり，ARIMA モデルと
Node2vec 手法を組み合わせた特許スコアリングモデルを確立した（図 1）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1.特許スコアリングの概要図 
 
一方で引用ネットワークのみでは判断できない重要性についてニューラルハザードモデルによ
り権利期間予測を行う手法を確立した．特許期間は、特許の私的価値を決定する要因の一つと考
えられている．そのため、特許期間の予測は企業経営の指標として用いることができる。しかし、
通常の回帰分析法では時系列データを目的変数とするため、特許期間予測には Cox 比例ハザー
ドモデル（CPH）などの生存時間分析を適用するのが一般的であった．一方、CPH は、リスク関数
の推定に説明変数の非線形要素を取り込むことができず、各説明変数から特許期間を予測する
モデルとしては単純すぎる恐れがある．そこでニューラルネットワークをハザードモデルに取
り入れたニューラルハザードモデルを特許権利期間予測に適用することで旧来の生存時間分析
の改良を行った．結果，ニューラルハザードモデルにより長期の権利期間予測性能が向上するこ
とが分かった．また，技術の中でもデータセットに着目しそれらを融合するための手法を確立し



た．さらに特許請求項の補正自動化タスクを解かせた言語基盤モデルの開発も行い構成要件置
換による技術創生できる基礎を確立した． 
 
 
４．研究成果 
 (1)については，引用ネットワークをベースとして重要技術群を特定する手法を確立し,IEEE 
SCCI で発表を行った．また，権利期間予測を特許情報に基づいてニューラルハザードモデルに
より予測する手法を確立し，技術経営分野のトップジャーナルの一つである Technology 
Forecasting and Social Change に採録された．さらに，時系列トレンドから技術群を特定する
手法の検討も行い人工知能学会で発表を行った．(2)については，構成技術の中でもデータセッ
トに着目しそれらを融合するための類似度と融合パターンについて研究を行い，IEEE ACESS に
採録された．また，特許請求項の補正自動化タスクを解かせた言語基盤モデルの開発も行い，幅
広い技術の融合が可能となった．成果は言語処理学会で発表し，国際会議で発表予定である． 
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